
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

本校は、標記の指定を受け研究に取り組んでいます。研究1年目の今年度は、「体験活動や各教科等と
道徳教育をつなぐカリキュラム・マネジメントの充実」と「自分事として考え、共に学び合う道徳科の授業改
善」を中心に、授業実践を積み重ねてきました。まだまだ試行錯誤の段階ですが、子供の姿から少しずつ
手応えを感じているところです。 
本リーフレットは、今年度の研究内容の概要をまとめています。ぜひご覧いただき、ご指導ご助言をいた

だきますようお願い申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 

自己を見つめ、よりよい生き方につなぐ 

道徳教育の創造 

～自分事として考え、共に学び合う道徳科の授業づくりを通して～ 

 研 究 主 題   

令和４年１月２５日（火） 

甲佐町立龍野小学校 

 

自分事として考え、 

共に学び合う 

授業づくりの工夫 

令和３・４年度 文部科学省指定 「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」 

熊本県教育委員会指定・甲佐町教育委員会指定 「道徳教育研究推進校事業」 

 

 

本校マスコットキャラクター 
【たっぴー】 

 

 
道徳教育を軸とした 

カリキュラム・マネジメント 

の充実 

 
体験活動や各教科等 

との関連の工夫 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校総体でつなぐ道徳教育 

児童の実態 

本校の道徳教育の重点目標 

ふるさとに、笑顔広げる 龍野っ子を育てる 

研究の構想図 

自己を見つめ、よりよい生き方につなぐ 
道徳教育の創造 

～自分事として考え、共に学び合う道徳科の授業づくりを通して～ 

研 究 主 題 

学 校 教 育 目 標 

 

○「なりたい自分」を目指

して粘り強く取り組み、

主体的に行動する子供

を育む 

【 】 

 

○人の気持ちや立場

を理解し、友達と助

け合って生活できる

子供を育む 

【友情，信頼】 

 

 

○集団の中で自分の役割

を自覚し、協力し合って

楽しい学級や学校をつ

くろうとする子供を育む 

 

【仮説】計画的・発展的な教育活動のもと、児童が自分事として考え、共に学

び合うような道徳科の授業づくりや日常活動の工夫を行えば、自己を見つめ、

よりよい生き方につながるような道徳教育の充実を図ることができるだろう 

 

 

 

 

①「道徳カリキュラム・マネ

ジメント表」の作成と見

直し 

②「道徳カリキュラム・マネ

ジメント表」を基にした教

育活動の展開 

 

 

 

 

①自分事として捉える導入の

工夫 

②問題意識をもつ教材提示、

発問の工夫 

③互いの考えをつなぐ対話活

動の工夫 

④自己を見つめる振り返りの

工夫 

【手立て１】道徳教育を

軸としたカリキュラム・

マネジメントの充実 

 

【手立て２】児童が自分事と

して考え、他者と共に学び

合う授業づくりの工夫 

 

 

 

 

①体験活動、行事等と道徳

的価値をつなぐ工夫 

②「なりたい自分」を軸にし

た学校総体の取組 

③異学年とのつながりを深

める取組の工夫 

 

【手立て３】道徳性を養う

体験活動や各教科等と

の関連の工夫 

今日的課題 地域社会の要請 

家庭・地域とつなぐ 

GTの活用 学び合う教師集団 

幼保小中連携 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「道徳カリキュラム・マネジメント表」の作成と見直し 

【手立て１】道徳教育を軸としたカリキュラム・マネジメントの充実 
 

②「道徳カリキュラム・マネジメント表」を基にした教育活動の展開【第６学年】の例 

・各学年の重点目標を軸に道徳科の教材を整理し、それに関連する他教科・行事等とのつながりを図化したもの 

・年間を見通したカリキュラム・マネジメントの充実と教育活動全体を通じた道徳性の育成につなぐ 

 

[外]甲佐町の特産物を紹
介しよう→甲佐町の特産
物やおすすめメニューを紹
介する 

【目指す児童の姿】 

○自分が考える「なりたい自分」を目指し、自分にできることは何か考え、自律的に行動しようとする児童 

○友達のよさや違いを尊重し、理解し合いながらよりよい関係を築こうとする児童 

○最高学年としての自覚をもち、集団における自分の役割や自分にできることを考え、積極的に行動しようとする児童 

 

[総]甲佐町歴史パンフレッ
ト作り→地域協力隊の方
からパンフレット作りの工
夫を学ぶ 
 

第６学年重点目標 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○「なりたい自分」を目指し、自律
的に判断し責任ある行動をする
ことＡ－（1）★ 

 

○集団の中で自分の役割を自覚し、
協力し合って楽しい学級や学校を
つくろうとすること Ｃ－(16)★ 

 

○周囲の人々に感謝し、友達と互い
に理解し合いながら人間関係を築
いていくこと B－（10）★ 

 

 

９月 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 

 

 

 

[総]甲佐町のよさを知ろう 
→甲佐町の歴史遺産見学
をし、興味・関心を高める 

最
初
は
（
甲
佐
の
こ
と
に

つ
い
て
）
関
心
も
あ
ま
り

な
か
っ
た
け
ど
、
知
る
こ
と

で
ど
ん
ど
ん
興
味
が
わ
い

て
き
て
、
陣
ノ
内
城
跡
を

ほ
こ
り
に
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。 

 

龍野は川などがとてもきれいなので、そこが
ふるさとならではだし、都会の人は体験でき
ないことだなあと思った。 
 
甲佐町には、甲佐神社や陣ノ内城跡などの
歴史があるから、この歴史を守っていきたい
し、もっといろんな人に知ってほしい。 

「カスミと携帯電話」 
Ａ節度，節制 

「ぼくたちの学校」 

★Ｃよりよい学校生

活，集団生活の充実 

「上村さんのちょう

せん」 

Ａ希望と勇気，努力

と強い意志 

「手品師」 

Ａ正直，誠実 

「心づかいと思いやり」 

Ｂ親切，思いやり 

「ロレンゾの友達」 

★Ｂ友情，信頼 

児童が作成したパンフレット 

［国］『鳥獣戯画』を読む 
→甲佐町の魅力を伝える
書き方の工夫を学ぶ 
 

[道]「国宝 青井阿蘇神社」Ｃ伝統と文化の尊重，国や郷土を愛す

る態度→ふるさとの伝統や文化について自分事として考える 

[総]野外教室「川編」
→竜野川の生物や水質
を調べる 



児童の 

意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の 
ねらい 

導 
 
 

入 

 
 
 
 
 

  
 

      

展 
 
 
 
 

開 

 

                         

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

終 
 

末 

 

 

 

             

 

【振り返りの視点】 

①今までは ②今日学んで ③これから 

【振り返りの発問】  

・今日学んだ心で自分が一番大切にした 

いことは何ですか？ 

・アンケート等の活用 
・体験活動の写真等の活用 
 

【手立て２】児童が自分事として考え、他者と共に学び合う授業づくりの工夫 
 

・三つの視点を 

 基に、本時の 

 ねらいを設定する 

主発問 

★児童の実態を生かした導入の工夫 

基本 
発問 

学習 
過程 

④自己を見つめる振り返りの工夫 

①自分事として捉える導入の工夫 

★教材を生かした導入の工夫 

めあての提示（価値への方向付け・自分事として捉える） 

【問題意識をもつ発問】 
・心に残ったことやもっと考えたいことはありませんか。 
・考えたい場面はどこですか。   

(友達の意見をつなぐ発表） 
・〇〇さんとにていて 
・〇〇さんと少しちがって 

（児童の考えをつなぐ発問） 
・〇〇さんと同じようなことは
ない？ 

・〇〇さんが言った意味は？ 

 

【４つの発問パターン】＊授業場面で使い分ける 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【永田 繁雄氏「発問の立ち位置」を参考に整理】 

 

【共感的な発問】 
・〇〇は今どんな気持ちだろう。 
・〇〇はどんな思いで～をして
いるのか。 

・○○の心の中はどんなだろう。 

【分析的な発問】 
・□□（価値）にはどんな意味
があるのだろう。 

・  
・  

【自分と重ねる発問】 
・自分が〇〇ならどうするか。 
・
・  

【価値を問う発問】 
・〇〇のしたこと（生き方）を 
どう思うか。 

・  

書く活動の位置付け（理由も問う） 

学習形態 
・ペア 
・グループ 
・全体 

基本 
発問 

  

に考える 

自分事として 

考える 

【対話を広げるポイント】【教師のコーディネート】【教具の工夫】 

③互いの考えをつなぐ対話活動の工夫 

②問題意識をもつ教材提示、発問の工夫 

教材提示 

教材  内容 
   項目 

児童の 
実態 

※授業によっては、他の学習場面で提示する。 

 

教具の工夫：円盤カード、心情メーター、ネームカードの活用 

【実践意欲につなぐ終末の工夫例】 

●教師の説話 

●児童の姿から→アンケート、日記、写真 

●一般化につなぐ→ことわざ、新聞記事、 

詩、本など 

●ゲストティーチャーの活用 

 

  

気
付
く 

考

え

る

・
広

げ

る 
 

見
つ
め
る
・
つ
な
げ
る 

 

自 

分 

教 
 
 
 
 
 
 
 
 

材 

自 

分 

・偉人の紹介（年表活用等） 
・教科等と関連した話題提示 



学習活動 （・児童の反応）      教師の発問 支援（授業改善の視点） 

１ 自分の生活を振り返る。 

しなければよかったと思ったことはありませんか。 

・友だちとけんかをしてしまった。 

・物を壊してしまった。 

 

 

 

 
 

２ 教材を聞き、話し合う。 

みんなは、「ぼく」の気持ちを考えながら聞きましょう。 

 

話を聞いた感想やみんなと考えたい場面はどこですか。 

・買ってもらった傘がボロボロになってかわいそう。 

・ただしくんが「いやだ」と言ったのはよかった。 

・「ぼく」は後悔してるだろうなと思った。 

「ぼく」は、傘を入れるかどうか迷っています。その気持ちを「円盤カード」

で表してみましょう。【共感的な発問】 

（ペア→全体） 

・傘が壊れなかったら楽しいかもしれないけど、 

壊れるかもしれないから迷う。 

・私は絶対入れません。物は大切にしなくちゃ 

いけない。 

 

なぜ「ぼく」は、ボロボロになった傘をじいっと見ていたのだろう。 

【分析的な発問】 

・ただしくんみたいに「いやだ」と言えばよかった。 

・〇〇ちゃんと似ていて、 

傘を入れたらどうなる 

か、壊れたらどうなる 

か、よく考えればよか 

った。 

 

「しなければよかった」という気持ちを何というか知ってる？ 

・後悔！ 

 

   後悔しないためにはどうしたらいいだろう？【自分と重ねる発問】 

・していいことか、悪いことかをよく考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 自分自身を振り返る。 

アンケートで答えた「しなければよかったこと」も思い出して振り返りましょう。 

・（傘を入れないと断った）ただしくんがすごい 

   と思った。自分はたまに悪いことをしてしまう 

   から直したい。 

・しなければよかったと思うことをゼロにしたい。 

このことわざを知っていますか？ 

「しっぱいはせいこうのもと」 

 
 
 
 
 

 

児童の 
意識 

 
出典「小学どうとく 生きる力 ３年（日本文教出版）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時のねらい】迷いながらも友達に誘われる
ままに行動した結果、壊れてしまった傘を見つ
める「ぼく」の気持ちを考えることを通して、周
囲の言動やその場の感情に流されずに、よく考
えて行動しようとする心情を育てる。 

【めあて】しなければよかったと思う心について考えよう。 

学習 

過程 

 内容 
   項目 

教材 児童の 
実態 

【アンケートの活用】 
自分事として考えること
ができるよう、これまで
の生活を振り返った。 

 

【問題意識をもつ教材
提示の工夫】 
道徳的価値に迫ること
ができるようにするため
話を聞く視点を示した。 

主発問 

基本 
発問 

基本 
発問 

【節度，節制】 

３年生 「どんどん橋のできごと」 

集団意識が芽生え、友達
と行動することが増えた。
一方、してはいけないと分
かっていながら、周囲の言
動に流され、自分の思うま
まに行動することがある。 

【対話活動の工夫】 
考えの視覚化を図るた
め、円盤カードを活用し
た。さらに、自分の考え
を明確にし、他者との相
違点に気付く手立てと
することで、活発なやり
とりを促すようにした。 

基本 
発問 

【互いの考えをつなぐ
工夫】 
発表する視点や伝え方
を教室掲示し意識させ
ることで、友達の考えに
関心をもち、自分の考え
と比べて考えを伝え合
えるようにした。 

【自己を見つめる工夫】 
内容項目につながるこ
とわざを紹介すること
で、自分の生活と重ね
て考えられるようにし
た。 

※目指す児童の姿、主題に迫る学習課題、本時で働かせる見方・考え方に 
ついては、学習構想案に記載（資料集参考） 

見
つ
め
る
・
つ
な
げ
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材 
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分 



１年「にんじんばたけで」【善悪の判断，自律，自由と責任】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年「お月さまとコロ」【正直，誠実】 

                 
 

 

 

 

２年「お月さまとコロ」【正直，誠実】 

 

 

①自分事として捉える導入の工夫 

これまでの授業実践から 
 
学習 
過程 

②問題意識をもつ教材提示、発問の工夫 

 

③互いの考えをつなぐ対話活動の工夫 

 

④自己を見つめる振り返りの工夫 

★児童の実態と道徳的価値を関連付けた話題を提示し、自分の生活とのつながりに気付けるようにする 

５年「折れたタワー」【相互理解，寛容】 

■事前アンケートや 

事例の提示 

 

ぼくもこの前、似たことがあったな。 

友達が失敗した
ときは何て言おう
…。 

４年「ふるさとのたから 清和文楽」 
【伝統と文化の尊重，国や郷土を愛する態度】 

■体験活動での 

写真の活用 

 

★児童がもった気付きや疑問を基にして授業を展開し、自分事として考える意識を高める 

一番心に残った
お話は、どこの
場面でしたか？ 

ぼくもにんじんを
食べていいか 
まようから、ここに
おこう。 

■問題意識をもつ発問の工夫 
■児童の気付

きや感想を

授業展開に

生かす。 

★自分の生活とつなげて考えることで自分の納得解を導き出し、道徳的価値の内面化や実践意欲につなぐ 

【
私
が
あ
や
ま
る
と
き
に

大
切
な
心
は
】 

素
直
に
あ
や
ま
る
心
で

す
。
わ
け
は
、
素
直
に
あ

や
ま
っ
た
ら
、
ゆ
る
し
て

く
れ
た
か
ら
で
す
。 

５年「折れたタワー」【相互理解，寛容】      

             

 

児童の作文を紹介する様子 

６年「ブランコ乗りとピエロ」 【相互理解，寛容】 
                 
 

  

 

 

 

■ネームカードの活用→考えの視覚化 

（
作
文
か
ら
）
「
去
年
と

比
べ
て
今
年
の
当
番
決

め
で
は
、
希
望
通
り
に

な
ら
な
く
て
も
相
手
の

こ
と
を
考
え
て
声
を
か

け
る
人
が
増
え
ま
し

た
・
・
・
」 

■授業で考えた「大切な心」の中から、自分に必要

な心を考える 

★自分の考えを明確にし、考えを伝え合う学習活動を工夫することで、児童の発言から道徳的価値につなぐ 

■心情メーターの活用→互いの考えをつなぐ工夫 

 

 

 

自分の気持ちを心情メーターで示し、その理由を相手に 

伝えられるようにする。 

ぼくはあやまります。 
わけは、大切な友だちだ
から、仲良くしたい気持
ちが大きいからです。 

    あやまる              あやまらない 

■ネームカードの活用 

サムの行動を許せますか？ 
許せませんか？その理由は？ 
【自分と重ねる発問】 

ぼ
く
だ
っ
た
ら
自
分

勝
手
な
サ
ム
を
許
せ

な
い
な
。 

■児童の作文の紹介→自分事として考える 

見学旅行で清和文楽
館に行って、どんなこと
を思いましたか。 
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【手立て３】  道徳性を養う体験活動や各教科等との関連の工夫 

 ①体験活動、行事等と道徳的価値をつなぐ工夫 

③異学年とのつながりを深める取組の工夫 

②「なりたい自分」を軸にした学校総体の取組 

今日のめあては「自分で
考えて行動する」です。 

運動会との関連 【よりよい学校生活，集団生活の充実】 

★体育主任による各学年のめあて発表 
              

運動会に向けて、めあてを 
意識して取り組みましょう。 
 
 
 

【低】さいごまで 
力いっぱいがんばる 

【中】仲間   【高】挑戦  
              

★全体練習での団長による 
めあての提示と振り返り             

４年「ぼくの草とり体験」【勤労、公共の精神】        

  ★代表委員会でのスローガン決め     ★児童会によるスローガン発表 

全校集会「龍野ドラゴンボールをつかもう」【善悪の判断，自律，自由と責任】 

「
な
り
た
い
自
分
」
に
近
づ
く
た
め
、
７
つ
の

龍
野
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
。 

１０月「『時間玉』をゲットしよう」 
→意欲を高める掲示の工夫 

★児童会との連携「龍野の星」の取組 

★「運動場の草とりボランティア」について体育委員会からの提案 

運動会に向けて、みんなで協力し 
運動場の草取りをしましょう。 

草
取
り
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
他
に
も

で
き
る
こ
と
は
な

い
か
な
？ 

【４年生から３年生へ】 
「あつい中、みんなのために運動
場を掃除してくれてありがとう。」 
「ダンスやリレーで力を合わせて
楽しい運動会にしようね。」 

一人一人が全力をつくす
運動会にしましょう。 

★新年度の全校集会の実施 
「なりたい自分について考えよう」 

              

各学年の代表者による代表委員会の様子 

             

１１月「『掃除玉』をゲットしよう」 
→写真や動画で紹介し合う 

 

６月「『言玉 』をゲットしよう」 
→友達のよさをふりかえる 

ふ
わ
ふ
わ
言
葉
が

た
く
さ
ん
集
ま
り

ま
し
た
。
言
玉
ゲ

ッ
ト
で
す
！ 

児童玄関の掲示の様子 

★
運
動
会
に
向
け
た 

「
草
取
り
活
動
」
の 

写
真
を
活
用
し
た
授
業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じゃがいもありがとうございました。 

学校総体でつなぐ道徳教育 

地域ボランティア、ＧＴの方々との交流 

家庭・地域とつなぐ 幼・保、小、中連携 
★道徳通信の発行 

★スーパーティーチャー等による 
研修の充実 

★事前研での模擬授業の様子 
 

★１年生：竜野保育園との交流 
じゃがいもを 

  頂いたお礼 
に手紙を送 
る。 

★甲佐中学校との合同あいさつ運動 

 

いつも暑い中、見守ってくだ
さってありがとうございます。 

学び合う教師集団 

★５年生： 
新１年生と
の交流会 

★４年生：国語「ドラパト隊の皆さんへ 
手紙を書こう」 

  

★５年生：道徳【相互理解，寛容】 
「人生の金メダル」 
 

今年度の取組を経て  【〇成果、●課題】 

１．道徳教育を軸としたカリキュラム・マネジメントの充実 ２．授業づくりの工夫 

３．体験活動や各教科等との関連の工夫 

○「道徳カリキュラム・マネジメント表」の作成と活用を行

ったことで、各教科等や行事と、道徳科の授業を関連付

けて考える教師の意識が高まった。さらに、道徳的価値

を踏まえて教師が声掛けをしたり関わったりしていくこと

で、児童の意識の変容につながった。 

 

次年度の方向性 

 

○行事や体験活動に向けて各学年のめあてを設
定しオリエンテーションを行ったことにより、教師
の共通理解ができ、児童への関わりに生かすこ
とにつながった。また活動に取り組む児童の意
欲付けにつながった。 

 

〇道徳的価値を位置付けた「道徳カリキュラム・マネジメント表」の作成と活用は、児童の実践意欲につなぐ有効な手
立てとなった。今後も、児童の実態を基にして年間を見通した計画を立てるとともに、学年の系統性を踏まえた実践
につないでいく。 

〇体験活動や各教科等において、道徳的価値を関連付ける取組を今後も充実させ、学校総体として取り組んでいく。 
〇授業づくりでは、道徳科の評価についての実践が十分でなかった。今年度の学習活動の工夫を引き継ぐとともに、評
価を意識した授業づくりの充実を図っていく必要がある。 

 

ＧＴとして、オリンピック強化選手だっ
た保護者の方を招き、話を伺う。 

○導入や発問の工夫を行ったことは、児童が自分事とし
て考えることに有効だった。さらに、多様な学習活動を
仕組むことで、一人一人が自分の考えをもち、他者に
伝える姿が見られた。 

●振り返りで児童が自分の生活と重ねて考えることに課
題が残った。実践意欲につなぐ工夫が必要である。 

 

さ
と
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
々
、
六
年

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
毎
年
と

て
も
楽
し
か
っ
た
理
由
が
あ
り
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、
花
や
木
な
ど
、
色
々
な
植
物

に
ふ
れ
あ
え
た
か
ら
で
す
。
学
校
で
は
、
あ

ま
り
こ
う
い
う
ふ
れ
あ
い
が
な
い
の
で
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 

二
つ
目
は
、
み
ん
な
が
「
次
、
こ
こ
だ
よ
。」

な
ど
と
、
声
を
か
け
合
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。
去
年
は
指
示
を
さ
れ
る
側
だ
っ
た
け

れ
ど
、
今
年
は
最
高
学
年
と
し
て
、
し
っ
か

り
周
り
を
見
て
行
動
し
ま
し
た
。 

 

三
つ
目
は
、
し
っ
か
り
お
礼
を
言
っ
て
い
た

か
ら
で
す
。
教
え
て
も
ら
っ
た
と
き
な
ど
は

必
ず
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と

言
い
ま
し
た
。
今
年
で
最
後
の
山
編
だ
っ

た
け
れ
ど
、み
ん
な
と
協
力
し
合
っ
て
楽
し

め
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。 

【
山
編
の
感
想
：児
童
の
作
文
か
ら
】 

 

竹鉄砲の使い方を 
教わる児童 

・ 
 
 
・ 
・ 


